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本システムは、Magic xpa 3.0 対応のモバイル用アプリです。製品内容は、以下のようになっています。
	ファイル名
	内　　　容

	オプション機能のモジュール（３種類）
	本システムの圧縮モジュール（OCR／スケジュール／予実管理）

	インストールガイド
	本書

	操作ガイド（３種類）
	本システムの操作説明書（OCR／スケジュール／予実管理）

	グローバル変数設定ファイル
	グローバル変数設定.xml

	画像編集フリーソフト
	PictureFan_0.34.1_x64


１－１　前提条件

　本システムを実行するためには、「おしえてスマホCRM」Ver3.0インストールガイドの１－１　前提条件を参照してください。

１－２　プログラムの解凍
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（例）OCR連携オプションとスケジュール管理オプションを購入した時に、【CloudOCR】と【Schedule】二つフォルダをコピーして、【Components】フォルダは対応するecfファイルを入れます。
	MobileMSJ30フォルダ内、解凍したオプション機能のフォルダと【Components】フォルダをコピーします。

本ドキュメントでは、Cドライブのルートディレクトリにコピーした場合を

例として記述していますので、「C:\」の部分は自分のコピー先ディレク
トリに置き換えて作業を行なって下さい。
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１－３　フリーソフトのインストール（OCR連携オプションを利用する時）
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	解凍した【PictureFan_0.34.1_x64】フォルダをCドライブ直下にコピーします。


１－４　JAVA開発環境のインストール（スケジュール管理オプションを利用する時）

Googleカレンダーと連携するために、JAVAの実行環境を事前にインストールが必要です。

以下の手順で設定して下さい：

1. http://www.oracle.com/technetwork/java/javase/downloads/jdk8-downloads-2133151.html　にアクセスします。Accept License Agrementにチェックを付けて、PCのOSに応じるインストーラをクリック。
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2. ダウンロードしてインストーラを実行します。

3. 環境変数の設定：
コントロールパネル＞システムとセキュリティ＞システム＞システムの詳細設定＞環境変数の中で、Pathを選択して、編集をクリック。
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変数値の欄で一番後にJDKをインストールパスに「\bin;」を付け足して入力し、OKをクリック。

（例：C:\Program Files\Java\jdk1.8.0_77\bin;）
4. コマンドプロンプトを開いて、「javac –version」を入力し、Enterキーを押してバージョンが表示されれば、JDKのインストール確認完了です。
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１－５　追加ファイルのコピー
· OCR連携オプションを利用する場合
	汎用DEMO：
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· スケジュール管理オプションを利用する場合
	画像(icons)：
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· 予実管理オプションを利用する場合

	汎用DEMO：
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１－６　Magic xpa 側の設定
　Magic側での設定を行っていますので、Magic xpa開発版を起動して下さい。

　（１）「ｵﾌﾟｼｮﾝ／設定／論理名」で以下の論理名を追加します。
	名前
	実行名

	Components30
	【Components】フォルダの保存パス
例：C:\MobileMSJ30\Components\


※OCR連携オプションを使用する時に以下の論理名を追加してください。
	名前
	実行名

	Card
	C:\MobileMSJ30\CloudOCR\Card\

	Card_temp
	C:\MobileMSJ30\CloudOCR\Card_temp\

	Receipt
	C:\MobileMSJ30\CloudOCR\Receipt\

	License
	C:\MobileMSJ30\CloudOCR\License\

	PictureFan
	<PictureFanのフォルダーパス>\

例：C:\PictureFan_0.34.1_x64\


	名前
	実行名

	card_URL
	https://www.co321.com/cloudocr/action/api/recognize_business_card

	license_URL
	https://www.co321.com/cloudocr/action/api/recognize_licenese

	receipt_URL
	https://www.co321.com/cloudocr/action/api/recognize_receipt

	QR_URL
	https://www.co321.com/cloudocr/action/api/recognize_qrcode


	名前
	実行名

	card_API
	＜購入したAPIキーを個別に設定する＞

	license_API
	

	receipt_API
	

	QR_API
	


　※スケジュール管理オプションを使用する時に以下の論理名を追加して下さい。
	名前
	実行名

	Java
	C:\MobileMSJ30\Schedule\



２－１　グローバルパラメータの設定プログラム追加
グローバル変数の受け渡しができるように、グローバルパラメータの設定が必要です。そのために、添付した【グローバルパラメータ設定.xml】ファイルをリポジトリ入力して、下記の二か所でロジックを追加します。
※プログラムの番号はプロジェクトによって異なります。

	
	※3.ログイン　C.初期メニューをコールする前：
　　　コール　P=ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ　Setグローバル変数
　　　（パラメータを設定てください）
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　　　　　オプション別グローバルパラメータ一覧：
OCR連携

スケジュール管理

予実管理

G.ユーザID

G.ﾃﾞﾊﾞｲｽﾓﾃﾞﾙ

G.年号

G.受注表記

G.担当者ｺｰﾄﾞ
G.担当者名

G.ユーザID

G.ﾃﾞﾊﾞｲｽﾓﾃﾞﾙ
G.年号

G.受注表記

G.担当者ｺｰﾄﾞ
G.担当者名

G.ユーザID

G.ﾃﾞﾊﾞｲｽﾓﾃﾞﾙ
G.年号

G.受注表記

G.担当者ｺｰﾄﾞ

G.ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ

G.ユーザ権限

G.部門ｺｰﾄﾞ

G.ﾃﾞﾌｫﾙﾄ対象
G.ﾌｫｰﾑﾀｲﾄﾙ

G.期首月

G.グラフ使用

G.メール送信




	
	※1.メインプログラムのタスク前：
　　　コール　P=ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ　Getグローバル変数
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２－２　メニュープログラムの修正
	
	各フォームでオプション機能のボタンを設置します。
（添付の画像ファイルを利用してカスタマイズができる）
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	　　ロジックの一番後ろでユーザーイベントを追加して、コール先を設定します。
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オプション
公開プログラム名
キャビネットファイル名
OCR連携オプション
CloudOCR
CloudOCR.ecf
スケジュール管理オプション
Schedule
Schedule.ecf
予実管理オプション
UriMenu
Uri_Yosan.ecf


	
	※スケジュール管理オプションを使用する時に以下のロジックを追加してください

　　　　※C.活動予定入力
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	　　　　　　※C.活動予定入力.削除
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２－３　公開名を設定します
	プログラム名
	公開名

	C.得意先ﾏｽﾀ個別
	TOKUI

	S.番号採番
	BANGO

	C.活動予定入力
	KATUDO_Y


２－４　キャビネットファイル作成
　作成したMobileMSJ30.ecfファイルは【MobileMSJ30】フォルダと【Components】フォルダ内で保存してください。

	３－１　OCR連携オプション
	

	①　PC側からログインして、「ファイル取込み」ボタンを押します。
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	②　「選択」ボタンを押すと、クライアント側のファイル選択画面が表示されます。
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	ここでCSVファイルを選択して「開く」ボタンを押すと、サーバ上の「CSV30」フォルダにアップロードされます。

※アップロードしたファイルをキャンセルしたい場合は、右端に表示される「取消」ボタンを押して下さい。

必要なファイルのアップロードが終わったなら、「取込み開始」ボタンを押します。


	３－２　予実管理オプション
	

	①　PC側からログインして、「ファイル取込み」ボタンを押します。
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	②　「選択」ボタンを押すと、クライアント側のファイル選択画面が表示されます。
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	ここでCSVファイルを選択して「開く」ボタンを押すと、サーバ上の「CSV30」フォルダーにアップロードされます。

※アップロードしたファイルをキャンセルしたい場合は、右端に表示される「取消」ボタンを押して下さい。

必要なファイルのアップロードが終わったなら、「取込み開始」ボタンを押します。


第１章　インストールと環境設定
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第２章　おしえてスマホのプログラム修正
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第３章　デモデータの取込み
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